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の結果について比較検討をしている．模型実験結果を数値解析によってほぼ再現
することができたことから，計算モデルが妥当であることを明らかにしている． 
第 6 章“免震基礎を有する４径間ラーメン橋における大型模型振動実験”では，
軟弱地盤に設置される場所打ち杭基礎を有する４径間 PC ラーメン橋について
1/10 の縮小模型を製作し，ポートアイランドの EW波形などの入力波形を用いて振
動実験を行っている．実験結果によれば，テフロンによるすべり型免震基礎は水平
加速度，基礎反力だけではなく，橋脚，上部構造の断面力も低減することができ，
さらに，構造系の振動周期が延び，構造と地盤とが共振する危険性が低くなったこ
とを述べている．また，橋軸直角方向加振時に橋脚間に位相ずれが生じ，これによ
って，上部工の橋桁は平面内に回転（ねじり）振動を起こす現象が観察されており．
免震装置に復元力がないため，この振動によって両端橋脚に残留変位の差が生
じることを指摘している．従来軟弱地盤で免震構造の適用は推奨されていないが，
すべり型基礎免震構造によって，構造と地盤との共振を免れることができ，レベル 2
地震動に対して変位量は増加するが橋梁本体を地震時に健全に保つことができ
ることを指摘している，基礎免震のラーメン橋梁に対しての有効性を模型実験にて
確認している．ラーメン構造の長所と免震構造の長所を取り込んだ，より地震時の
安全性を確保できる橋梁構造の実現が可能になった． 
第 7 章“結論”では，この研究で得られた結果を纏めている．提案した免震構造
の振動特性，耐震性および軟弱地盤への適用性を数値解析と振動実験によって
確認した．また，この免震構造のラーメン構造への有効性を振動実験で検証したこ
とを述べている．すべり型の残留変位の対応，地震時の断層変位，液状化などに
よる不安定地盤への適用ならびにすべり型，ロッキング型の使い分けなどについて
は今後の課題としている． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
